
  

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

「アイ･エー 経営者通信 」送付のご案内           
新年あけましておめでとうございます。貴社におかれましては、輝かしい新年をお迎

えのこととお慶び申し上げます。また旧年中は格別なご⾼配を賜り、誠に有難く厚く

御礼申し上げます。本年もより⼀層のお引⽴てを賜りますようお願い申し上げます。 

あっという間の⼀年 

2023 年はコロナ禍の収束から始まりました。前年のサッカーＷ杯での勢いそのまま
に、侍ジャパンの劇的優勝という明るい話題で幕開けとなりました。終盤にはファン
でなくても「Ａ.Ｒ.Ｅ.」で盛り上がり、年末には⼤⾕さんの衝撃的な移籍。スポーツ
に関しては、いろいろな⽇本代表の活躍が目覚ましく、声を出して⼒の⼊った応援を
した方も多かったのではないでしょうか。スポーツに限らず、各種イベントの盛り上
がりをみると、生活に必要なことなのだとあらためて感じました。先⽇、E.YAZAWA
が弊社近くの浜松アリーナに降臨、弊社からも数名の社員が緊急参戦してパワーをも
らってきたようです。TV 観戦も良いですが、やはり現地観戦は違いますね。 

コンプライアンス 
⼤きな組織による不祥事件も目⽴つ⼀年でした。⼀世を風靡した組織の騰落もあり、
コンプライアンス遵守の重要性には再認識が必要と感じます。これまでの習慣や不⽂
律として問題とされなかったことにも、率直におかしいのでは︖という問題提起が頻
発しました。芸能事務所や劇団、⼤学や政党、⼤手⾃動⾞業界では部品供給などの問
題も度々ありましたが、年末にはメーカーの非常に⼤きな問題も表面化しました。 
私ども、保険業界にも世の中をお騒がせする案件が散⾒されました。これまでの⾝内
の問題をよく理解し真摯に反省し、再発防⽌はもちろん、基本に⽴ち返り、お客様に
寄り添い、お客様の⽴場で考えて、お客様のお役に⽴てる仕事ができるよう、新たな
年を迎え、気を引き締めて取り組んで参ります。 

安全第⼀︕事故なく、健康に︕ 
暑い夏が続き、11 ⽉まで夏⽇を記録しながらも確実に寒くなってまいりました。今年

は暖冬といわれていますが、どうなるでしょうか︖すでに風邪をひいたりされていま

せんか︖ 今年も私たちは、安全で事故の無い、健康に過ごせる普通の⼀⽇を⼤切に

することに努め、皆さまの生活の安⼼と安全を全⼒でサポートしてまいります。どう

ぞ本年もよろしくお願い申し上げます。また、貴社にとっても、事故の無い、実りの

多い、皆さまが健康で過ごされる最⾼の⼀年でありますようお祈り申し上げます。 

 

 

～トピックス～ 

本当にあった怖い話。本稿筆者は

自宅に複数の水槽で熱帯魚を飼っ

ています。その部屋はいつも水槽の

臭いで快適ではないのですが、焦げ

臭さを感じたことがありました。一応

その場で確認したのですが異常は

見当たらず「気のせい」として何もな

いふりをしていました。 

それから一週間後、水槽用照明の

チラつきに気付きました。いよいよこ

れは異常と、本気で原因を探したと

ころ、結露した水が配線から伝わっ

ており、電源タップには明らかに焦

げた跡があるのを発見しました。 

最初に気になった時に、きっちり確

認すべきでしたが、目視で異常が無

いと無かったことにしてしまい…。目

で見て異常と分かるのとは本気度が

違いました。この時に気付いたから

よかったものの、もしこのまま帰省し

て何日か留守にしていたら…。火災

の原因について日々お伝えする仕

事をしていながら、コンセント火災の

見本を自宅でやらかすとは…。 

問題の先送りが事の結果を重大に

するという実例を、身をもって経験し

たのが先週の事。大事に至らず良

かった、だけでなく、今年の反省とし

て今後に活かしていきたいと思い、

まずは本稿にて皆さまへの注意喚

起とさせて頂きます。安全に良いお

年をお迎えください。（浅井） 

料金別納郵便 
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経
営
者
通
信

   

―
あ
な
た
か
ら
の
情
報
と
し
て
経
営
者
に
―

1 2024（令和6年）

　令和6年度から国内に住所のある個人に課
税される国税で、個人住民税均等割と併せて
1人年額で1,000円徴収されます。税収は国か
ら「森林環境譲与税」として都道府県・市町村
へ配分され、間伐等の森林整備や木材の利用
促進、林業を支える人材育成などへの安定的
な地方財源として活用されます。

ワンポイント 森林環境税の導入

1 月 の 税 務 と 労 務1月 （睦月）JANUARY

1日・元日　8日・成人の日

 

あ
け
ま
し
て

　
　

お
め
で
と
う　

　
　
　
　

ご
ざ
い
ま
す

国　税／ 給与所得者の扶養控除等申告書の提出 
 本年最初の給与支払日の前日

国　税／ 報酬、料金、地代、家賃等の支払調書の提出
 1月31日

国　税／ 源泉徴収票の交付、提出 1月31日
国　税／ 12月分源泉所得税の納付 1月10日

（納期の特例を受けている事業所の7～12月
分は1月22日）

国　税／ 11月決算法人の確定申告 
（法人税・消費税等） 1月31日

国　税／ 5月決算法人の中間申告 1月31日
国　税／ 2月、5月、8月決算法人の消費税等の

中間申告（年3回の場合） 1月31日
地方税／ 固定資産税の償却資産に関する申告 1月31日
地方税／ 給与支払報告書の提出 1月31日
労　務／ 労働保険料の納付（第3期分） 1月31日

 （労働保険事務組合委託の場合2月14日まで）

日 月 火 水 木 金 土
 ・ 
 7 

14 

21 

28 

 1 

 8 

15 

22 

29 

 2 

 9 

16 

23 

30 

 3 

10 

17 

24 

31 

 4 

11 

18 

25 

 ・ 

 5 

12 

19 

26 

 ・ 

 6 

13 

20 

27 

 ・ 



1 月号─2

　
２
０
２
１
年
の
わ
が
国
の
「
労
働

生
産
性
（
一
人
当
た
り
）」
は
O
E

C
D
加
盟
国
38
カ
国
中
27
位
で
す
。

国
際
比
較
に
お
い
て
労
働
生
産
性
の

水
準
が
低
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

総
人
口
に
占
め
る
労
働
力
人
口
（
15

〜
64
歳
）
の
割
合
は
減
少
を
続
け
て

お
り
、
そ
の
上
、
出
生
率
の
低
下
に

よ
り
14
歳
以
下
の
人
口
も
減
り
続
け

て
い
ま
す
。
労
働
力
人
口
が
減
少
す

る
中
で
企
業
が
と
れ
る
対
策
は
生
産

性
向
上
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　
中
小
企
業
庁
の
「
中
小
企
業
白

書
」（
２
０
２
０
年
度
版
）で
は
、「
高

生
産
性
企
業
」、
つ
ま
り
、
労
働
者

一
人
当
た
り
の
生
産
性
が
高
く
、
少

な
い
労
力
で
大
き
な
収
益
を
生
み
出

す
企
業
の
成
功
事
例
が
多
数
紹
介
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
労
働
生
産
性
を
改
善
す
る
に
は
、

付
加
価
値
を
増
や
す
か
労
働
者
数
、

労
働
投
入
量
を
削
減
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
生
産
性
向
上
に
頭
を
悩
ま

さ
れ
る
経
営
者
、
管
理
者
は
多
く
い

る
か
と
思
い
ま
す
。
少
し
古
い
で
す

が
、
こ
の
よ
う
な
成
功
事
例
を
参
考

に
さ
れ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

一
　
I
T
技
術
導
入
に
よ
っ
て
生
産

性
が
向
上
し
た
事
例

事
例
①
品
質
管
理
と
顧
客
開
拓
に
I

T
を
活
用
し
付
加
価
値
向
上

　◎ 

岡
山
県
総
社
市
の
食
品
加
工

メ
ー
カ
ー「
ま
る
み
麹
本
店
」

　
１
９
５
０
年
創
業
以
来
経
験
と
勘

で
麹
の
状
態
を
調
整
し
て
い
た
が
、

自
動
で
麹
の
製
造
を
生
産
管
理
で
き

る
体
制
に
し
て
麹
の
製
造
ノ
ウ
ハ
ウ

を
デ
ー
タ
で
見
え
る
化
し
た
。
３
年

間
で
売
上
が
25
％
増
加
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
売
上
も
43
％
増
加
。「
こ
う

じ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
を
通
じ
て
顧
客

と
の
つ
な
が
り
を
増
や
す
取
組
も
行

い
、
品
質
管
理
と
顧
客
開
拓
に

I
T
を
活
用
し
付
加
価
値
向
上
を

実
現
す
る
企
業
と
し
て
「
お
か
や
ま

I
T
経
営
力
大
賞
」
も
受
賞
。〈
出

典
：
深
刻
化
す
る
人
手
不
足
と
中
小

企
業
の
生
産
性
革
命
／
事
例
２

－

４

－

２（
中
小
企
業
庁
）〉

事
例
②
部
門
間
の
デ
ー
タ
共
有
が
進

み
生
産
性
の
向
上
を
実
現

　◎ 

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
の
工
事
事

業
者「
株
式
会
社
太
陽
商
工
」

　
先
代
社
長
時
代
か
ら
工
事
現
場
の

入
退
場
管
理
や
工
程
管
理
に
I
T

導
入
を
行
っ
て
い
た
が
、
各
部
門
・

部
署
間
で
業
務
情
報
を
共
有
で
き
る

よ
う
新
し
く
社
内
I
T
シ
ス
テ
ム

を
導
入
。
工
事
の
進
捗
に
合
わ
せ
た

資
材
の
発
注
や
資
金
繰
り
の
自
動
化

に
成
功
。
現
場
社
員
が
現
場
か
ら
社

内
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
よ
う
社
員
に

タ
ブ
レ
ッ
ト
と
ノ
ー
ト
型
P
C
を
配

布
。
現
場
か
ら
リ
モ
ー
ト
で
図
面
の

確
認
や
顧
客
の
連
絡
確
認
、
現
場
報

告
が
可
能
と
な
り
、
一
人
当
た
り
１

日
３
時
間
の
業
務
時
間
削
減
に
成
功

し
、
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
で
現
場
の
往

復
時
間
２
時
間
の
削
減
効
果
で
社
員

の
残
業
時
間
も
減
り
若
手
社
員
の
定

着
に
も
つ
な
が
っ
た
。〈
出
典
：
深

刻
化
す
る
人
手
不
足
と
中
小
企
業
の

生
産
性
革
命
／
事
例
２

－

４

－

７

（
中
小
企
業
庁
）〉

事
例
③
バ
ッ
ク
オ
フ
ィ
ス
（
財
務
会

計
、
勤
怠
管
理
）
に
お
け
る
I
T

利
活
用

　
◎ 

東
京
都
大
田
区
の
介
護
事
業
者

「
株
式
会
社
カ
ラ
ー
ズ
」

　
２
０
１
１
年
の
創
業
か
ら
順
調
に

事
業
を
営
ん
で
い
た
が
顧
客
や
従
業

員
の
増
大
に
伴
い
領
収
書
や
給
与
の

事
務
処
理
が
膨
大
に
な
っ
た
結
果
、

事
務
代
行
先
で
の
対
応
が
困
難
に

な
っ
た
。
そ
こ
で
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ

ス
に
着
目
、
ク
ラ
ウ
ド
会
計
を
導
入

後
ク
ラ
ウ
ド
人
事
労
務
も
併
せ
て
導

入
。
機
能
間
連
携
を
行
う
こ
と
で
事

務
代
行
先
が
２
カ
月
か
け
て
い
た
事

務
処
理
が
週
30
分
程
度
の
社
内
処
理

で
対
応
可
能
に
。
ク
ラ
ウ
ド
上
で
顧

事例から見る
IT利活用による
労働生産性向上

１人当たり
労働生産性 ＝

付加価値額

労働者数

１時間当たり
労働生産　 ＝

付加価値額

労働投入量
（労働者数×労働時間）



3─1月号

問
税
理
士
や
社
労
士
と
オ
ン
ラ
イ
ン

で
つ
な
が
り
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
経
営

状
態
を
従
業
員
と
も
共
有
で
き
業
務

効
率
化
を
実
現
。〈
出
典
：
深
刻
化

す
る
人
手
不
足
と
中
小
企
業
の
生
産

性
革
命
／
事
例
２

－

４

－

10
（
中
小

企
業
庁
）〉

二
　
I
T
利
活
用
で
起
こ
り
が
ち
な

失
敗
パ
タ
ー
ン

　
成
功
事
例
ば
か
り
で
は
な
く
、
生

産
性
の
向
上
を
目
指
し
た
に
も
関
わ

ら
ず
社
内
連
携
が
う
ま
く
い
か
ず
失

敗
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
そ
の

原
因
も
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

⑴

　現
場
の
負
担
が
増
え
る

　
業
務
効
率
化
を
目
指
し
て
ツ
ー
ル

を
導
入
し
た
が
操
作
習
得
に
時
間
が

か
か
っ
た
り
運
用
管
理
に
手
間
が
か

か
る
場
合
、
現
場
で
負
担
が
増
え
て

か
え
っ
て
生
産
性
が
低
下
し
か
ね
ま

せ
ん
。
事
前
に
必
ず
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

⑵

　ツ
ー
ル
導
入
の
選
択
ミ
ス

　
複
雑
な
ツ
ー
ル
を
導
入
す
る
と
効

率
化
が
阻
ま
れ
ま
す
。
同
業
他
社
で

評
価
が
高
く
て
も
自
社
に
あ
う
か
ど

う
か
導
入
し
て
み
な
い
と
わ
か
ら
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

⑶

　効
率
化
を
重
視
す
る
あ
ま
り
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
低
下

　
コ
ロ
ナ
禍
で
慣
れ
な
い
テ
レ
ワ
ー

ク
な
ど
の
導
入
で
多
く
の
企
業
の
生

産
性
が
低
下
し
ま
し
た
。
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
活
発
化
さ
せ
る
工
夫

も
必
要
で
す
。

三
　
先
進
的
な
I
T
利
活
用

　
前
記
の
事
例
は
、
主
に
業
務
効
率

化
や
省
力
化
を
重
視
し
た
I
T
利

活
用
に
着
目
し
て
き
ま
し
た
が
、
労

働
生
産
性
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
は
、

分
母
の
労
働
投
入
量
だ
け
で
な
く
分

子
の
付
加
価
値
へ
の
着
目
も
重
要
で

す
。
コ
ス
ト
削
減
だ
け
で
は
な
く
、

売
上
や
付
加
価
値
を
あ
げ
る
た
め
の

I
T
利
活
用
は
「
攻
め
の
I
T
」
と

も
称
さ
れ
て
お
り
経
済
産
業
省
で
は

「
攻
め
の
I
T
活
用
指
針
」
を
策
定

し
「
攻
め
の
I
T
経
営
中
小
企
業
百

選
」を
選
出
し「
攻
め
の
I
T
」の
促

進
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

事
例
④
I
T
を
駆
使
し
た
企
業
間

デ
ー
タ
連
携
に
よ
り
受
注
機
会
増

大
を
図
る
企
業

　◎ 

東
京
都
足
立
区
の
製
造
業
「
株

式
会
社
今
野
製
作
所
」

　

　
油
圧
機
器
と
板
金
加
工
事
業
の
主

力
二
事
業
を
営
む
製
造
業
者
で
あ
る

が
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
で
の
売
上
げ

の
半
減
を
契
機
に
、
複
雑
化
し
た
業

務
を
見
直
し
現
場
か
ら
管
理
職
ま
で

業
務
の
洗
い
出
し
を
行
い
業
務
フ

ロ
ー
図
の
共
有
化
を
行
っ
た
。

　
生
産
工
程
の
管
理
に
は
「
コ
ン
テ

キ
サ
ー
」、
事
務
所
間
の
デ
ー
タ
共

有
に
「
K
i
n
t
o
n
e
」
と
い
う

ク
ラ
ウ
ド
機
能
を
備
え
た
I
T
ツ
ー

ル
を
導
入
。
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
全
社

に
共
有
で
き
る
環
境
を
整
備
。

I
T
活
用
に
よ
り
大
き
な
成
果
を

得
た
後
、
得
意
分
野
の
異
な
る
同
業

他
社
と
の
共
同
受
注
を
I
T
活
用

で
実
現
。
導
入
済
の
両
I
T
ツ
ー

ル
を
他
２
社
に
も
採
用
し
ク
ラ
ウ
ド

機
能
に
よ
っ
て
共
同
受
注
案
件
が
年

間
30
件
も
の
引
き
合
い
が
あ
る
。
経

営
資
源
が
限
ら
れ
る
中
小
製
造
業
者

に
と
っ
て
企
業
間
デ
ー
タ
連
携
は
顧

客
を
広
げ
る
有
効
な
手
段
と
な
っ
て

い
る
。〈
出
典
：
深
刻
化
す
る
人
手

不
足
と
中
小
企
業
の
生
産
性
革
命
／

事
例
２

－

４

－

12（
中
小
企
業
庁
）〉

事
例
⑤
自
動
化
ツ
ー
ル
導
入
に
よ
り

コ
ア
業
務
へ
の
集
中
を
可
能
と
し

売
上
拡
大
を
実
現
し
た
企
業

　◎ 

東
京
都
台
東
区
の
保
育
士
等
人

材
紹
介
事
業
「
株
式
会
社
ウ
ェ

ル
ク
ス
」
　

　
求
職
者
の
希
望
条
件
を
満
た
す
抽

出
作
業
を
表
計
算
ソ
フ
ト
で
行
い
、

施
設
へ
１
カ
月
約
１
０
０
０
件
F
A

X
送
信
を
し
て
い
た
業
務
が
事
務

員
の
退
職
に
よ
り
社
長
が
行
う
こ
と

に
な
り
負
担
が
増
大
し
た
。
そ
こ
で

R
P
A（
ロ
ボ
テ
ィ
ッ
ク
・
プ
ロ
セ
ス
・

オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
）
導
入
に
よ
り
抽

出
作
業
は
自
動
化
さ
れ
F
A
X
送

信
業
務
も
自
動
化
、
売
上
高
は
２
・

５
倍
に
増
加
。
R
P
A
は
単
純
だ
が

作
業
量
が
膨
大
で
効
果
を
得
や
す
く

今
後
顧
客
管
理
や
会
計
シ
ス
テ
ム
と

の
連
携
等
に
も
活
用
拡
大
予
定
。〈
出

典
：
I
T
利
活
用
に
よ
る
労
働
生
産

性
の
向
上
／
事
例
２

－

４

－

18
（
中

小
企
業
庁
）〉

四
　
最
後
に

　
I
T
利
活
用
は
、
規
模
の
小
さ

い
中
小
企
業
ほ
ど
進
ん
で
い
な
い
の

が
現
状
で
す
。
コ
ス
ト
面
で
の
負
担

が
で
き
な
い
と
い
う
課
題
に
は
初
期

費
用
が
か
か
ら
ず
ラ
イ
セ
ン
ス
単
位

の
月
額
料
金
だ
け
で
済
む
ク
ラ
ウ
ド

サ
ー
ビ
ス
が
有
用
で
す
。
先
進
的
な

I
T
利
活
用
を
い
ず
れ
か
一
つ
で

も
活
用
す
れ
ば
労
働
生
産
性
は
確
実

に
上
が
る
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。
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１
月
は
、
償
却
資
産
申
告
書
や
法

定
調
書
な
ど
を
作
成
し
、
提
出
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。事
業
者
に
と
っ

て
重
要
な
手
続
き
で
す
の
で
、
ポ
イ

ン
ト
を
整
理
し
ま
す
。

Ⅰ

　償
却
資
産
申
告
書

１
　
償
却
資
産
と
は

　
償
却
資
産
と
は
、
土
地
や
家
屋
以

外
の
事
業
用
に
供
す
る
こ
と
が
で
き

る
資
産
の
う
ち
、
一
定
の
も
の
を
い

い
ま
す
。
事
業
に
用
い
る
機
械
や
器

具
備
品
な
ど
が
対
象
に
な
り
ま
す
。

　
償
却
資
産
は
、
①
構
築
物
・
建
物

附
属
設
備
、
②
機
械
及
び
装
置
、
③

船
舶
、
④
航
空
機
、
⑤
車
両
及
び
運

搬
具
、
⑥
工
具
・
器
具
及
び
備
品
に

分
類
さ
れ
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
う
ち
、
構
築
物
・
建
物

附
属
設
備
と
家
屋
（
建
物
）
の
区
分

に
つ
い
て
は
、
設
備
と
家
屋
の
所
有

者
が
同
じ
か
異
な
る
か
に
よ
っ
て
、

取
り
扱
い
が
異
な
り
ま
す
の
で
注
意

が
必
要
で
す
。（
表
１
参
照
）

２
　
申
告
の
対
象

　
償
却
資
産
申
告
の
対
象
は
、
令
和

６
年
１
月
１
日
現
在
に
お
い
て
、
事

業
の
用
に
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
資

産
で
す
。
耐
用
年
数
が
経
過
し
て
償

却
済
み
に
な
っ
て
い
る
資
産
や
、
租

税
特
別
措
置
法
の
規
定
を
適
用
し
て

即
時
償
却
な
ど
を
し
て
い
る
も
の
、

簿
外
資
産
や
遊
休
・
未
稼
働
の
資
産

な
ど
も
申
告
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
一
方
、
自
動
車
税
や
軽
自
動
車

税
の
課
税
対
象
と
な
る
べ
き
も
の
や
、

無
形
固
定
資
産
・
繰
延
資
産
な
ど
は
、

申
告
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

３
　
償
却
資
産
の
申
告
と
課
税

　
償
却
資
産
の
申
告
は
、
令
和
６
年

１
月
１
日
現
在
の
償
却
資
産
の
所
有

者
が
、
１
月
31
日
ま
で
に
そ
の
資
産

が
所
在
す
る
市
区
町
村
な
ど
に
行
い

ま
す
。申
告
は
、「
償
却
資
産
申
告
書
」

と
「
種
類
別
明
細
書
」
な
ど
の
所
定

の
書
類
を
作
成
し
書
面
で
提
出
す
る

か
、
電
子
申
告
（
地
方
税
ポ
ー
タ
ル

シ
ス
テ
ム
）
に
よ
り
申
告
デ
ー
タ
を

送
信
す
る
方
法
で
行
い
ま
す
。

自
治
体
は
、
償
却
資
産
の
申
告
や
調

査
に
基
づ
い
て
償
却
資
産
の
価
格
等

を
決
定
し
、
償
却
資
産
課
税
台
帳
に

登
録
し
ま
す
。
課
税
台
帳
に
登
録
さ

れ
た
内
容
に
基
づ
い
て
税
額
が
決
定

さ
れ
、
償
却
資
産
の
所
有
者
に
納
税

通
知
書
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

Ⅱ

　法
定
調
書

１
　
法
定
調
書
と
は

　
法
定
調
書
は
、
所
得
税
法
や
相
続

税
法
な
ど
の
規
定
に
よ
り
、
税
務
署

に
提
出
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
る
資
料
で
す
。
所
得
税
法
に
規

定
さ
れ
て
い
る
法
定
調
書
が
43
種

類
、
相
続
税
法
に
規
定
さ
れ
て
い
る

も
の
が
５
種
類
な
ど
、
全
部
で
約
60

種
類
の
法
定
調
書
が
あ
り
ま
す
。

　
事
業
主
が
１
月
に
提
出
す
る
も
の

と
し
て
は
、「
給
与
所
得
の
源
泉
徴

収
票
」、「
報
酬
、
料
金
、
契
約
金
及

び
賞
金
の
支
払
調
書
」、「
不
動
産
の

使
用
料
の
支
払
調
書
」
な
ど
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
ら
の
法
定
調
書
を
提
出

す
る
際
に
は
、
提
出
す
る
法
定
調
書

を
集
計
し
た
「
給
与
所
得
の
源
泉
徴

収
票
等
の
法
定
調
書
合
計
表
」
を
一

緒
に
提
出
し
ま
す
。

２
　
法
定
調
書
の
提
出

　
法
定
調
書
は
、
書
面
又
は
e

－

T
a
x
で
作
成
や
提
出
を
行
い
ま

す
。
国
税
庁
が
提
供
す
る
e

－

T
a
x
ソ
フ
ト
（
W
E
B
版
）
で
は
、

給
与
所
得
の
源
泉
徴
収
票
や
報
酬
等

の
支
払
調
書
な
ど
を
、
画
面
上
で
１

件
ご
と
入
力
し
た
り
、
他
の
ソ
フ
ト

で
作
成
し
た
C
S
V
フ
ァ
イ
ル
を
取

り
込
ん
で
作
成
す
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。
な
お
、
前
々
年
の
提
出
す
べ
き

で
あ
っ
た
法
定
調
書
の
枚
数
が

１
０
０
枚
以
上
の
場
合
は
、
そ
の
法

定
調
書
は
e

－

T
a
x
や
光
デ
ィ
ス

ク
等
、
又
は
ク
ラ
ウ
ド
等
に
よ
る
提

出
が
必
要
で
す
。
枚
数
に
つ
い
て
は
、

法
定
調
書
の
種
類
ご
と
に
判
定
し
ま

す
。

　
法
定
調
書
は
、
種
類
ご
と
に
提
出

す
る
範
囲
が
異
な
り
ま
す
。
例
え
ば

給
与
所
得
の
源
泉
徴
収
票
は
、
年
末

調
整
の
有
無
な
ど
受
給
者
の
区
分
に

応
じ
て
、
表
２
の
よ
う
に
提
出
範
囲

が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

1月の税務処理
償却資産申告書・　　
法定調書の作成と提出
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表1　家屋と償却資産（構築物・建物附属設備）の区分表

設備等の種類 設備等の分類 設備等の内容

家屋と設備等の所有関係

同じ場合

異
な
る
場
合
は
、
す
べ
て
償
却
資
産
と
し
て
取
り
扱
い
ま
す
。

家屋 償却資産

建築工事 内装・造作等 床・壁・天井仕上・店舗造作等工事一式 ○

電気設備

電話配線設備
電話機、交換機等の機器 ○

配管・配線、端子盤等 ○

LAN設備 設備一式 ○

インターホン設備 集合玄関機、親機・子機等 ○

監視カメラ（ITV） 受像機（テレビ）、カメラ ○

配線設備 配管・配線等 ○

火災報知設備 設備一式 ○

給排水衛生設備

給排水設備
屋外設備、引込工事、特定の生産又は業務用設備 ○

配管、高架水槽、受水槽、ポンプ等 ○

給湯設備
局所式給湯設備（電気温水器・湯沸器用） ○

局所式給湯設備（ユニットバス用・床暖房用等）、中央式
給湯設備 ○

ガス設備
屋外設備、引込工事、特定の生産又は業務用設備 ○

屋内の配管等 ○

消火設備
消火器、避難具器、ホース及びノズル、ガスボンベ等 ○

消火栓設備、スプリンクラー設備等 ○

空調設備

空調設備
ルームエアコン（壁掛型）、特定の生産又は業務用設備 ○

上記以外の設備 ○

換気設備
特定の生産又は業務用設備 ○

上記以外の設備 ○

その他の設備

駐車場設備 機械式駐車設備（ターンテーブルを含む）、料金精算機、
駐車券発行機、カーゲート、フラッパーゲート等 ○

運搬設備
工場用ベルトコンベア ○

エレベーター、エスカレーター、小荷物専用昇降機等 ○

厨房設備
飲食店など顧客の求めに応じるサービス設備や社員食堂
等の厨房設備 ○

上記以外の設備 ○

外構工事 外構工事 工事一式（門・塀・緑化設備等） ○

※この表は、東京都主税局が作成した表を抜粋したもので、自治体によって取り扱いが異なる場合があります。
　また、一般的な施工状況のものを想定して、作成されたものです。

表2　「給与所得の源泉徴収票」の提出範囲
受給者の区分 提出範囲

年
末
調
整
を
し
た
人

⑴　法人の役員及び、現に役員でなくても令和5年中に役員であった人 令和5年中の給与等の支払金額が
150万円を超えるもの

⑵ 　弁護士、司法書士、土地家屋調査士、公認会計士、税理士、建築士など
　※これらの人に給与等として支払っている場合が対象

令和5年中の給与等の支払金額が
250万円を超えるもの

⑶　上記⑴・⑵以外の人 令和5年中の給与等の支払金額が
500万円を超えるもの

年
末
調
整
を
し
な
か
っ
た
人

⑷　「給与所得者の扶養控除等（異動）申告書」を提出した人

令和5年中に退職した人、災害により被害を受けた人で一定の人 令和5年中の給与等の支払金額が250万円
（法人の役員の場合は50万円）を超えるもの

主たる給与等の金額が2,000万円を超えるため、年末調整をしなかった人 全部

⑸　「給与所得者の扶養控除等（異動）申告書」を提出しなかった人 令和5年中の給与等の支払金額が
50万円を超えるもの
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な
能
力
評
価
は
困
難
で
あ
り
、
能
力

本
位
や
成
果
本
位
の
人
事
制
度
が
十

分
に
機
能
す
る
の
が
困
難
で
あ
る
と

指
摘
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
個
人
の

職
業
能
力
レ
ベ
ル
の
判
断
基
準
を
体

系
的
に
整
備
す
る
こ
と
で
様
々
な
場

面
で
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。」
と

述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
評
価
基
準
は
、
仕
事
を
こ
な

す
た
め
に
必
要
な「
知
識
」と「
技
術
・

技
能
」
に
加
え
て
成
果
に
つ
な
が
る

職
務
遂
行
能
力
を
業
種
別
、
職
種
・

職
務
別
に
整
理
し
た
も
の
で
、
社
員

の
採
用
や
人
材
育
成
、
人
事
評
価
な

ど
様
々
な
場
面
で
活
用
で
き
る
も
の

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
策
定
さ
れ
て
い
る
業
種
・
職
種
は
、

事
務
系
９
職
種
と
建
設
、
そ
の
他
各

種
56
業
種
の
計
65
業
種
あ
り
、
内
訳

は
次
の
と
お
り
で
す
（
令
和
5
年
10

月
時
点
）。

・
業
種
横
断
的
な
経
理
・
人
事
等
の

事
務
系（
９
職
種
）

・
建
設
業
関
係（
７
業
種
）

・
製
造
業
関
係（
13
業
種
）

・
運
輸
業
関
係（
２
業
種
）

・
卸
売
、
小
売
業
関
係（
６
業
種
）

・
金
融
、
保
険
業
関
係（
２
業
種
）

・
サ
ー
ビ
ス
業
関
係（
16
業
種
）

・
そ
の
他（
10
業
種
）

　
厚
生
労
働
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

は
、
各
職
種
・
業
種
の
職
業
能
力
評

価
基
準
の
情
報
が
多
数
掲
載
さ
れ
て

い
ま
す
。
本
紙
に
お
い
て
は
、各
シ
ー

ト
の
詳
細
は
割
愛
し
ま
す
が
、
ま
ず

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
の
策
定
業
種
一

覧
よ
り
、
業
種
ご
と
の
詳
細
情
報
を

ご
参
照
く
だ
さ
い
。

㈡
　
活
用
場
面

　
活
用
場
面
の
例
と
し
て
、
次
の
よ

う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

①
　
人
材
育
成
の
資
料

　
　
社
員
の
職
業
能
力
レ
ベ
ル
を
客

観
的
に
判
断
し
、
そ
の
レ
ベ
ル
に

対
応
し
た
教
育
制
度
の
整
備
に
役

立
て
る
こ
と
や
、
職
業
能
力
評
価

基
準
を
満
た
す
た
め
に
必
要
な
教

育
を
施
す
こ
と
で
、
能
力
開
発
に

つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

②
　
採
用
や
人
事
異
動

　
　
社
内
の
人
材
ニ
ー
ズ
の
把
握
や

人
材
戦
略
の
計
画
実
施
に
活
用
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

③
　
社
員
自
身
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

　
　
社
員
が
、
職
業
能
力
評
価
基
準

で
自
分
が
ど
の
レ
ベ
ル
に
位
置
し
、

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
の
た
め
に
満
た
し

て
い
る
項
目
と
不
足
し
て
い
る
項

目
を
認
識
す
る
こ
と
で
、
現
時
点

で
の
能
力
を
客
観
的
に
把
握
し
、

次
の
レ
ベ
ル
に
進
む
た
め
の
目
標

を
立
て
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

㈢
　
職
業
能
力
評
価
基
準
を
核
と
し

た
人
材
育
成
シ
ス
テ
ム

　
職
業
能
力
評
価
基
準
を
基
に
、
企

業
が
人
材
育
成
に
取
り
組
む
に
当

た
っ
て
、
よ
り
簡
単
に
利
用
で
き
る

ツ
ー
ル
と
し
て
、
一
部
の
業
種
で
次

の
も
の
が
作
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

①
　
キ
ャ
リ
ア
マ
ッ
プ

　
　
業
種
内
で
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
の

指
針
と
な
る
も
の
で
す
。

　
　
職
業
能
力
評
価
基
準
で
設
定
さ

れ
て
い
る
レ
ベ
ル
１
〜
４
（
※
）

を
基
に
、
入
社
後
に
お
け
る
能
力

開
発
の
標
準
的
な
道
筋
を
示
し
た

も
の
で
す
。

※
レ
ベ
ル
１
〜
４
の
例

　
　
事
務
系
職
種
で
は
、

・
レ
ベ
ル
１（
ス
タ
ッ
フ
）

・
レ
ベ
ル
２（
シ
ニ
ア
・
ス
タ
ッ
フ
）

・
レ
ベ
ル
３
（
マ
ネ
ジ
ャ
ー
、
ス

ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
）

・
レ
べ
ル
４
（
シ
ニ
ア
・
マ
ネ
ジ

ャ
ー
、
シ
ニ
ア
・
ス
ペ
シ
ャ
リ

ス
ト
）

　
の
よ
う
に
分
類
さ
れ
、
そ
れ
ぞ

れ
に
つ
い
て
習
得
年
数
の
目
安

が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
職
業
能
力
評
価
基
準
の
「
レ
ベ

　「
職
業
能
力
評
価
基
準
」
は
、
働

く
人
の
能
力
開
発
と
客
観
的
な
評
価

の
た
め
に
、
厚
生
労
働
省
が
策
定
し

た
も
の
で
す
。

　
今
回
は
、
職
業
能
力
評
価
基
準
の

概
要
、
導
入
の
ポ
イ
ン
ト
を
見
て
い

き
ま
す
。

一

　概
要

㈠
　
職
業
能
力
評
価
基
準
と
は

　「
職
業
能
力
評
価
基
準
導
入
マ

ニ
ュ
ア
ル
」（
厚
生
労
働
省
）
で
は
、

こ
の
基
準
の
効
果
に
関
し
、「
中
小

企
業
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
適
正

職業能力評価基準
の活用　　　　　
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ル
」
と
自
社
の
資
格
等
級
制
度
を

基
に
「
レ
ベ
ル
」
を
時
間
軸
上
に

展
開
す
る
こ
と
に
よ
り
、
自
社
版

の
キ
ャ
リ
ア
マ
ッ
プ
が
作
成
で
き

ま
す
。

②
　
職
業
能
力
評
価
シ
ー
ト

　「
職
業
能
力
評
価
基
準
」
で
、
職

種
・
職
務
・
レ
ベ
ル
別
に
定
め
ら
れ

て
い
る「
職
務
遂
行
の
た
め
の
基
準
」

を
簡
略
化
し
た
も
の
で
あ
り
、
人
材

育
成
に
有
効
な
示
唆
を
得
る
こ
と
が

で
き
る
チ
ェ
ッ
ク
形
式
の
評
価
シ
ー

ト
で
す
。

　
こ
れ
を
活
用
す
る
と
、「
自
分（
ま

た
は
部
下
）
の
能
力
レ
ベ
ル
は
ど
の

程
度
な
の
か
」、「
次
の
レ
ベ
ル
に
上

が
る
に
は
、何
が
不
足
し
て
る
の
か
」

を
具
体
的
に
把
握
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

二

　導
入

㈠
　
導
入
の
ポ
イ
ン
ト

①
　
納
得
で
き
る
評
価
方
法

　
　
社
員
が
評
価
制
度
に
納
得
し
な

い
こ
と
は
、
人
事
評
価
で
よ
く
あ

る
問
題
点
の
一
つ
で
す
。

　
　
進
め
る
際
は
、
経
営
課
題
と
し

て
現
在
地
、
目
的
地
を
定
め
、
そ

の
思
い（
ビ
ジ
ョ
ン
や
ミ
ッ
シ
ョ
ン

の
必
要
性
）
を
組
み
入
れ
る
こ
と

も
重
要
で
す
。

　
　
納
得
感
を
持
た
せ
る
た
め
に
も
、

評
価
方
法
に
根
拠
を
持
た
せ
納
得

で
き
る
評
価
方
法
に
す
る
こ
と
が

ポ
イ
ン
ト
で
す
。

　
　
次
の
よ
う
な
こ
と
に
気
を
つ
け

な
が
ら
進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

・
　
評
価
項
目
は
で
き
る
だ
け
具

体
的
か
つ
明
確
に
設
定
。

・
　
指
導
の
際
に
は
、
ど
う
す
れ

ば
評
価
を
上
げ
ら
れ
る
の
か
の

説
明
や
指
導
を
し
っ
か
り
行
う
。

・
　
評
価
方
法
に
つ
い
て
、
事
前

に
社
員
に
説
明
。

　
　
こ
の
よ
う
に
し
て
、
人
事
評
価

の
体
制
を
し
っ
か
り
と
整
え
、
能

力
評
価
シ
ー
ト
の
内
容
も
具
体
的

に
し
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
不
満

が
生
じ
る
要
因
を
減
ら
し
、
社
員

が
納
得
で
き
る
評
価
方
法
へ
と
つ

な
げ
て
い
く
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

②
　
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る

目
標
設
定

　
　
目
標
を
決
め
る
際
は
、
キ
ャ
リ

ア
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
も
の
を
設

定
す
る
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

会
社
と
社
員
、
双
方
の
成
長
に
つ

な
が
る
適
切
な
目
標
を
設
定
し
ま

し
ょ
う
。

　
　
次
の
よ
う
な
こ
と
に
気
を
つ
け

な
が
ら
進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

・
　
能
力
評
価
シ
ー
ト
で
評
価
さ

れ
る
こ
と
に
主
眼
を
置
き
す
ぎ

る
と
、
目
標
を
設
定
す
る
と
き

に
、
社
員
自
身
が
達
成
で
き
る

レ
ベ
ル
の
目
標
に
し
て
し
ま
う

リ
ス
ク
が
あ
る
。

・
　
目
標
は
低
す
ぎ
ず
高
す
ぎ
ず
、

ち
ょ
う
ど
良
い
レ
ベ
ル
で
設
定

す
る
。

・
　
目
標
設
定
後
は
、
達
成
で
き

る
よ
う
に
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
。

　
　
中
間
面
接
な
ど
を
行
っ
て
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
、
適

切
な
フ
ォ
ロ
ー
を
行
う
こ
と
が
大

事
で
す
。

㈡
　
自
社
版
と
し
て
活
用
す
る
た
め

の
手
順
例

①
　
導
入
体
制
を
作
る

　
　
人
事
・
人
材
開
発
担
当
者
や
特

定
の
管
理
者
だ
け
で
前
述
の
作
業

を
す
る
と
、
負
荷
が
大
き
す
ぎ
た

り
、
あ
る
い
は
現
場
か
ら
「
勝
手

に
決
め
ら
れ
た
」
と
い
う
苦
情
が

出
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
　
現
場
に
支
持
さ
れ
る
基
準
に
な

る
た
め
に
、
可
能
な
限
り
現
場
の

リ
ー
ダ
ー
や
管
理
職
、
時
に
は
一

般
社
員
に
参
画
し
て
も
ら
い
な
が

ら
進
め
ま
し
ょ
う
。

②
　
目
的
を
明
ら
か
に
す
る

　
　
自
社
の
経
営
課
題
や
人
的
資
源

管
理
上
の
課
題
か
ら
「
で
き
た
ら

よ
い
と
思
う
こ
と
」
や
「
で
き
そ

う
な
こ
と
」
を
整
理
し
、
何
の
た

め
に
「
職
業
能
力
評
価
基
準
」
を

使
う
の
か
を
決
め
ま
す
。

③
　
自
社
用
に
ア
レ
ン
ジ

　
　
厚
生
労
働
省
に
よ
り
策
定
さ
れ

た
職
業
能
力
評
価
基
準
の
表
現

が
、
自
社
に
と
っ
て
漠
然
と
し
す

ぎ
て
い
な
い
か
、
細
か
す
ぎ
な
い

か
、
過
不
足
は
な
い
か
な
ど
を
見

て
、
自
社
版
に
ア
レ
ン
ジ
し
て
い

く
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

④
　
レ
ベ
ル
を
設
定

　
　
一
つ
の
基
準
を
、
例
え
ば
経
験

年
次
ご
と
に
段
階
的
に
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
す
る
よ
う
な
表
示
に
す
る

こ
と
で
、よ
り
理
解
し
や
す
く
し
、

評
価
の
納
得
性
も
高
ま
る
よ
う
に

し
ま
す
。

⑤
　
現
場
の
意
見
を
取
り
込
む

　
　
可
能
な
範
囲
で
利
用
者
へ
の
説

明
と
使
い
勝
手
に
つ
い
て
事
前
ヒ

ア
リ
ン
グ
を
行
い
、
一
部
試
行
的

に
使
用
し
て
も
ら
い
修
正
し
ま
す
。

こ
の
こ
と
は
、
現
場
で
の
活
用
を

円
滑
に
す
る
た
め
の
布
石
と
な
る

で
し
ょ
う
。
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　非常食を捨てた経験はありませんか？
　災害時用の非常食を食べずに捨てた経験
のある人は54.7％に上ることが民間企業
のアンケートでわかりました（合同会社
Go-River によるインターネット調査、
2023年8月上旬実施、18歳以上の男女計
300人の回答）。
　主な理由は「備蓄したまま消費期限や賞
味期限が切れてしまったから」、「商品がお
いしくなさそうだったから」などです。
　最近は、「フェーズフリー」という食品の
廃棄や無駄を削減する防災様式が注目され
ています。フェーズフリーとは、「日常時」
と「非常時」という2つのフェーズの垣根な
く、日常時はもちろん非常時にも役立つよ
うにデザインしようという考え方です。防
災用品というものは普段しまっていて非常
時に取り出して使うものです。

　フェーズフリー品は、非常食を普段の暮
らしに取り入れる考え方で「備えない防災」
といわれています。つまり、日常時のいつ
もの生活で便利に活用でき、非常時のもし
もの際にも役立つ商品やサービスです。ま
ちづくり分野でも注目されています。
　レトルトのおかゆなどを普段から循環さ
せて使用しているなど、フェーズフリーの
言葉を知らなくても意識をしている回答も
ありますがまだまだ認知度は23％と低い
です。
　フェーズフリーは防災という単独の価値
ではなくすべての産業においてそれぞれの
視点で価値を創出できるものです。あらゆ
る商品やサービスに掛け合わせることが可
能な付加価値でありフェーズフリーが世の
中に拡大すれば災害対応能力も向上し安心
安全を叶える社会が実現します。
　フェーズフリーは、単なる理想論ではなく、
一つのひらめきが世界を一変させ社会に循
環浸透させるビジネスの仕組みになるかも
しれません。

備えない防災 
「フェーズフリー」な社会

　昼食後の昼寝15分が効果的なのはご存
じでしょうか。眠気は12時間周期でやっ
てきます。午前2時に一番強い眠気が襲っ
てきて次は午後2時となります。
　そこで、昼食後に日中の眠気が強くなる
前に昼寝をすると午後の眠気防止になり心
身がリフレッシュしてパワーアップします。
ただし、時間は15分前後です、長く眠り
すぎるとだるさが残り睡眠のリズムも崩れ
て逆効果です。眠りが深くならないように
座ったまま机に伏せて眠るのが良いとされ
ています。無理に寝る必要はありません。
目を閉じて座っているだけでも疲れは取れ
ます。多くの情報は目から入ってきますが
目を休めて情報を遮断するだけで疲れが取
れます。
　昼寝前にコーヒーを飲んでおくのも効果
的です。活動を再開するころにカフェイン
の覚醒効果が出てきます。
　昼休みに短時間仮眠を推奨する企業もあ
り注目されています。

昼寝15分でパワーアップ　
お
酒
を
飲
め
な
い
で
は
な
く
、
あ

え
て
飲
ま
な
い「
ソ
バ
ー
キ
ュ
リ
ア
ス
」

と
い
う
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
注
目
さ

れ
て
い
ま
す
。「sober

（
し
ら
ふ
）

と「curious

（
好
奇
心
）」を
組
み
合

わ
せ
た
造
語
で
２
０
２
１
年
11
月
に

『
飲
ま
な
い
生
き
方
ソ
バ
ー
キ
ュ
リ

ア
ス
』
と
い
う
翻
訳
本
で
知
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
、

店
で
飲
め
な
い
、
飲
み
会
が
減
っ
た

状
況
が
続
き
、
二
日
酔
い
か
ら
解
放

さ
れ
睡
眠
の
リ
ズ
ム
が
整
っ
た
、
胃

の
調
子
が
良
い
な
ど
飲
ま
な
い
こ
と

で
自
分
の
変
化
に
気
づ
い
た
り
、
健

康
や
環
境
志
向
の
高
い
と
言
わ
れ
る

Z
世
代
で
も
飲
ま
な
い
人
が
増
え

て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
飲
み
方
に

も
多
様
性
が
求
め
ら
れ
る
時
代
。
飲

料
メ
ー
カ
ー
も
ノ
ン
ア
ル
コ
ー
ル
商

品
を
充
実
さ
せ
る
傾
向
で
、
飲
む
人

も
飲
ま
な
い
人
も
楽
し
め
る
場
が
求

め
ら
れ
そ
う
で
す
。

あ
え
て
飲
ま
な
い
選
択
〜
ソ
バ
ー
キ
ュ
リ
ア
ス
〜

発行


